
日本周辺の海面水位
は、1980 年以降は
上昇傾向にある。世
界では、21 世紀末
には 1986-2005 年
比で海面が 0.29 ～
1.10ｍ上昇する可能
性が高い。台風の特
性変化、高潮偏差の

RCP2.6、4.5、8.5 下の全球平均海面の予測結果 (m)

気温上昇／大雨、大型台風の増加／海面上昇・高潮要因

性能劣化 ／ 維持管理面のリスクの増加災害リスクの増加

表

災害リスクに対しては、BCP 等のソフト面と防災機能向上等のハード面の適応策の最適な組み合わせを戦略
的かつ順応的に進める。想定される性能劣化や維持管理コストの変化に対しては、建物・設備の定期検査等
を通じて気候変動の影響を的確に捉え、補強や設備機能の向上等の対策をとる。

■事前対策 ■建物

■事後対策 ■設備・機器

建物・設備
気候変動の影響と適応策（事業者編）

主な影響の要因

現在の状況と将来予測

適応策

・風水害や高潮等による被災
リスクの増加

・被災した建物、設備の復旧に
　要するコストの増加

補修・建替BCP の策定・運用

電力等ライフライン
の停止に対する備え

地盤の嵩上げ

代替拠点にて事業継続

・施設の性能劣化、機能低下
・冷房コストの増加
・夏期、冬期の電力系統負荷の増加
・電力設備、電力系統の逼迫

BCPのテスト、
維持・更新

点検改善

計画

BCP 発動

緊急事態時

ソフト対策
災害時の対応策

ハード対策
防災機能の向上

ソフト対策
設備点検

ハード対策
設備導入／機能向上

止水板・防
水扉の設置

外周堤防の建設

施設の最適配置

■定期検査に基づく
　補強・対策の実施

■モニタリング

■施設の設計基準
　の見直し
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気温の上昇、極端な気象事象の発
生頻度や強度の増加、強い台風の
増加、海面水位の上昇

日本の平均気温は
100 年あたり 1.24
℃の割合で上昇して
いる。大雨も増加傾
向にあり降水パター
ンが変化しており、
大雨・大型台風の増
加が予測される。海
水温の上昇も見込ま
れている。
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出典：IPCC(2019)

将来の平均気温（排出シナリオと気候モデルに
対する年平均気温の将予測（基準期間との差））
出典：A-PLAT

［全国アメダス］1時間ある降水量 50mm以上の年間発生回数
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増加、日本の太平洋側の高波増加を予測

全国の 1時間降水量 50mm以上の年間発生回数の
経年変化              
出典：気象庁ホームページ

した研究もある。
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■高効率空調の
　導入

■施設の断熱性の
　向上
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要因

影響

気温上昇／大雨、大型台風の増加／海面上昇・高潮

ソフト対策ハード対策ソフト対策

性能劣化 ／ 維持管理面のリスクの増加災害リスクの増加

コスト

適応策

効果

所要時間

1) ～ 5) 高    6) 低～中    7) 9) 低    8) 中　

1) 8) 中    2) ～ 5) 高     6) 7) 9) 低

低

短期

中～高

低

低～中

1) ～ 4) 中期    5) 長期    6) ～ 8) 短期    9) 短期 1) ～ 3) , 5) 短期    4),6) ～ 8) 中～長期 1) ～ 3) 短期    4) 中期

1) ～ 2) 低    3) ～ 4) 中 中～高

［ 設備点検］
1) 施設の設計基準の見直し

2) モニタリング（設備性能やエネルギー
使用量等の常時監視）

3) 定期検査の実施による性能劣化の早期
発見

4) ICT、AI 等を用いた検査の省力化・無
人化の推進

［ 設備導入／機能向上 ］
1) 高効率空調の導入

2) 電力系統負荷軽減につながる発電、空調設備の設置

3) 施設の断熱性向上

4) ZEB 等環境性能の高い建物の導入

5) 定期検査に基づく補強、対策の実施

6)

7) 建物の定期検査用ロボットの導入

8) 災害検知、災害予測システムの導入

［ 災害時の対応策 ］
事前対策
・BCPの策定、運用（災害時対応の強化、
防災 訓練）

・建物の設計条件、基準の見直し

・気象情報の早期入手と防災計画の立案

・建物、設備の定期検査の実施

・損害保険の加入

・周辺機器や保管場所を浸水リスクの低い
  場所へ移動、移転
事後対策
・代替拠点にて事業継続（平時から代替拠
　点を定めておく）

［ 防災機能の向上 ］
建物
1) 補修（構造物の定期検査に従って、補強や対策実施）
2) 建替（施設の補修・建替、グリーンインフラの導入）
3) 地盤の嵩上げ
4) 外周堤防の建設
5) 施設の最適配置
設備・機器
6) 電力等ライフラインの停止に対する備え（例：無線や衛星

7) 重要設備（受変電設備、非常用発電機等）の上層階への配
置

8) 止水板・防水扉の設置
9) 高性能断熱、日射遮蔽、高効率空調の導入

・施設の性能劣化、機能低下（温度、降水（降雪を含む）、風等の変化に伴うもの）
・気温上昇に伴う冷房コストの増加、暖房コストの減少
・夏期、冬期の電力系統負荷増加
・極端な温度変化による各設備の運転への影響
・メンテナンスリニューアル工事費の増加

・風水害や高潮等による被災リスクの増加

・被災した建物、設備の復旧に要するコストの増加

・防災、減災工事費の増加

裏

【気候変動を考慮した考え方】気温上昇による施設への影響、大雨による設備へのダメージといった影響への対策をとる必要がある。
【気候変動を考慮した準備・計画】災害リスクに対しては、BCP 等のソフト面と防災機能向上等のハード面の適応策の最適な組み合わせを戦略的かつ順応的に進める必要がある。想定される性能悪化や
維持管理コストの変化に対しては、建物・設備の定期検査等を通じて気候変動の影響を的確に捉え、補強や設備の向上等の対策をとる必要がある。

適応策の
進め方

建物・設備 様々な業種に共通する「建物・設備」への気候変動の影響およびその適応策

ハード対策

導入
気候レジリエンスの高い建物、グリーンインフラの

電話の通信網、無停電電源装置、停電対応型発電設備・空
調等複数のエネルギー手段の確保）
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